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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
民
法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
二
号
）

の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
著
作
権
法
施
行
令
第
七
章
第
二
節
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
受
付
が
さ
れ
た
申
請
又
は

嘱
託
に
係
る
登
録
の
手
続
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
受
付
が
さ
れ
た
申
請
又
は
嘱
託
に
係
る
登
録

の
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
受
付
が
さ
れ
た
申
請
又
は
嘱
託
に
係
る
登
録
は
、
著
作
権
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
受
付
が
さ
れ
た
申
請
又
は
嘱
託
に
係
る
登
録
よ
り
前
に
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令

第
一
条
第
一
項
中
「
工
業
標
準
化
法
（
」
を
「
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
。」に
、「
第
三

十
条
」
を
「
第
四
十
四
条
」
に
、「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十

三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
三
条

第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、「
四
十
万
三
百
円
」
を
「
四
十
五
万
九
千
円
」
に
、「
三
十
九

万
八
千
六
百
円
」
を
「
四
十
五
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
、
第
五
号
、
第
七

号
及
び
第
八
号
」
に
、「（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を「（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
四
万
九
千
六
百
円
に
法
第
二

十
五
条
第
一
項
」
を
「
六
万
百
円
に
同
項
」
に
、「
又
は
そ
の
加
工
技
術
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
加
工
技
術
、
電
磁
的
記

録
又
は
役
務
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
六
号
」
を
「
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
」
に
、「
次
号
」
を

「
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
」
に
、「
四
万
九
千
六
百
円
」
を
「
六
万
百
円
」
に
、「
又
は
そ
の
加
工
技
術
」
を
「
若
し
く
は

そ
の
加
工
技
術
、
電
磁
的
記
録
又
は
役
務
」
に
、「
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
」
に
改

め
、「
審
査
す
る
た
め
」
の
下
に
「
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、」を
加
え
、「
又
は
国
土
交
通
省
」
を
「
、
国
土
交

通
省
又
は
環
境
省
」
に
、「
単
に
「
旅
費
」
を「「
認
証
機
関
審
査
旅
費
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
三
万
五
千
七
百
円
」

を
「
四
万
千
二
百
円
」
に
、「
又
は
そ
の
加
工
技
術
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
加
工
技
術
、電
磁
的
記
録
又
は
役
務
」に
、「
旅

費
」
を
「
認
証
機
関
審
査
旅
費
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
、「
第

二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
六
万
三
千
二
百
円
」
を
「
九
万
五
千
二
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
六
万
三
千
二
百

円
」
を
「
九
万
五
千
二
百
円
」
に
、「
旅
費
の
額
」
を
「
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
又
は
国
土
交
通
省
の
職
員
二
人
が
当
該
審
査
に
係
る
外
国
に
あ
る
試
験
所
の
所
在

地
に
出
張
す
る
と
し
た
場
合
に
旅
費
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
な
る
旅
費
の
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
試
験
所
審
査
旅
費
の
額
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一

条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
四
万
七
千
五
百
円
」
を
「
五
万
四
千
百
円
」
に
、「
旅
費
」
を
「
試
験
所
審
査
旅
費
」に
改
め
、

同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

政
令
第
四
十
二
号

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
七
十
八
条
第
十
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
及
び

第
百
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
「
に
よ
る
登
録
」
の
下
に
「
又
は
相
続
若
し
く
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
権
利
の
移
転
の
登
録
」
を
加
え

る
。第

二
十
条
第
七
号
中
「
登
録
の
年
月
日
及
び
」
を
削
る
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
併
合
申
請
）

第
二
十
条
の
二

二
以
上
の
登
録
は
、
登
録
の
目
的
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
同
一
の
申
請
書
で
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
書
面
」
の

下
に「（
登
録
の
原
因
が
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
で
あ
る
と
き
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
、
登
記
事
項
証
明
書
、
住

民
票
の
写
し
そ
の
他
当
該
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
面
を
含
む
。
第
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二

項
中
「
前
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
登
録
の
年
月
日
及
び
」
を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
添
付
資
料
の
省
略
）

第
二
十
一
条
の
二

同
時
に
二
以
上
の
登
録
の
申
請
の
手
続
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
各
手
続
に
お
い
て
添
付
す
べ
き

資
料
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
一
の
手
続
に
お
い
て
こ
れ
を
添
付
し
、
他
の
手
続
に
お
い
て
そ
の
旨
を
申
し

出
て
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

登
録
の
申
請
の
手
続
に
お
い
て
添
付
す
べ
き
資
料
は
、
当
該
資
料
と
内
容
が
同
一
で
あ
る
資
料
を
他
の
登
録
の
申

請
の
手
続
に
お
い
て
既
に
提
出
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
資
料
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出

て
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
文
化
庁
長
官
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
添
付
す
べ
き
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
受
付
け
」
を
「
受
付
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
イ
中「（
当
該
登
録
義
務
者
が
登
録
名
義
人
の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
で
あ
る
場

合
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
添
付
し
な
い
」
を
「
添
付
せ
ず
、
又
は
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
た
だ
し

書
の
規
定
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
資
料
を
提
出
し
な
い
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
登
録
の
」
を
「
申
請
の
受
付
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
登
録
の
年
月
日
及
び
」
を
削
る
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
二
百
八
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
一
件
」
を
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
一
件
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
る
。

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
十
三
号

工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
十
四
条
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。




		2019-06-27T15:34:38+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




